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こ
の
夏
、
根
津
美
術
館
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「絵
の
音
を
聴
く―

雨
と
風
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、

人
の
声―

」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

絵
を
見
て
、
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
べ
き
音
を
想
像
す
る

の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
く
ち
ば
し
を
大
き
く
開
け
て
さ
え
ず
る
小
鳥
た
ち
の
声
、
龍
虎
が
巻
き
起
こ

す
風
や
雲
の
轟
音
、
ま
た
山
水
画
に
表
さ
れ
た
雨
風
や
瀧
の
音
、
そ
し
て
名
所
絵
の
群
衆
の
賑
わ
い

な
ど
、
音
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
絵
画
作
品
は
じ
つ
は
少
な
く
な
い
の
で
す
。
画
中
の
菩
薩
や

楽
人
た
ち
が
奏
で
る
音
楽
も
、
見
る
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
音
で
聞
こ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
、
中
国
の
文
人
た
ち
は
、
部
屋
の
中
に
い
な
が
ら
胸
中
の
山
水
に
遊
ぶ
こ
と
を
「臥
遊
」

と
呼
び
、
高
尚
な
遊
び
と
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
壁
に
掛
け
た
山
水
画
の
世
界
に
懐
い
を
騁
せ
、

そ
こ
に
心
を
自
由
に
遊
ば
せ
る
と
い
う
鑑
賞
法
で
す
。
心
を
澄
ま
し
て
絵
の
中
に
入
り
込
む
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
現
代
の
私
た
ち
に
も
き
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

南
宋
時
代
・13
世
紀
の
重
要
文
化
財
「風
雨
山
水
図
」（伝
夏
珪
筆
）か
ら
、
江
戸
時
代
・19
世
紀

の
「夏
秋
渓
流
図
屏
風
」（鈴
木
其
一
筆
）
ま
で
、
当
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に
約
25
件
で
構
成
し
た

こ
の
展
覧
会
に
静
か
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

夏
秋
渓
流
図
屏
風
（
部
分
）　

鈴
木
其
一
筆　

日
本
・江
戸
時
代　
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世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

に
ぎ

【
休
館
日
】 

毎
週
月
曜
日
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日本の文人画を大成した池大雅（1723～1776）が、版本の略図をもとに実際には目にしたこともない中国の名勝をみごとに描き

あげた名作。画中に入り込んで遊ぶことができれば、満々たる水や、人々の生活の音が聞こえてくる。

「絵の音を聴く －雨の音、風の音、鳥のさえずり、人の声－」

重要文化財　洞庭赤壁図巻　池大雅筆　1巻　絹本着色　日本・江戸時代　明和8年（1771）　個人蔵
ど う て い せ き へ き ず か ん

夏秋渓流図屏風　鈴木其一筆　6曲1双　紙本金地着色　日本・江戸時代　19世紀　根津美術館蔵

檜の林を駆け抜ける谷川のせせらぎや、幹にとまった1匹の蝉の声が聞こえるだろうか。流れる時間の一瞬を切り取り、意識的

に音を消し去ったかのようにも見える、不思議な魅力をたたえた作品。江戸琳派の鈴木其一（1796～1858）渾身の作。

龍虎図屏風　雪村周継筆　6曲1双　紙本墨画　日本・室町時代　16世紀　根津美術館蔵

舞楽図屏風　久隅守景筆　6曲1双　紙本着色　日本・江戸時代　17世紀　根津美術館蔵

向かって右隻に四人舞の太平楽を、左隻に二人舞の納曽利と一人舞の蘭陵王を、楽人とともに描く。雅びな音楽にも耳を傾け

てほしい。久隅守景（生没年不詳）は、狩野探幽の高弟。

古来、龍が唸れば雲がわき、虎が吠えれば風が起こるという。戦国時代地方画壇の風雲児と称される雪村周継は、さらに激しく

波立つ水を描き加え、轟音がとどろく迫力ある画面を構成した。
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向かって右隻に三井寺や石山寺など近江（滋賀県）の、左隻に伊勢神宮や二見が浦など

伊勢（三重県）の名所の賑わいを表す。昨年修理が完了し、今回がお披露目の展示となる。

近江伊勢名所図屏風　6曲1双　紙本金地着色　日本・江戸時代　17～18世紀　根津美術館蔵　

岩佐又兵衛（1578～1650）が描いた押絵貼屏風

に貼られていた1図。傘張りの家に門付けをす

るふたりの虚無僧が奏でる尺八の音が銀泥の

霞に乗って、画面を漂っているようだ。

「しつらえを楽しむ 
－福島静子のコレクション－」

黒地に、銀蒔絵で描いた満月の下に咲く、満

開の桜を金蒔絵で描いた硯箱。箱の内側には

雪花文を配する。シンプルな構図が力強い。

掛子に硯と水滴をおさめた手箱。全体に、

千鳥や牡丹、公達などを描いた11面の扇面

を散らした、雅やかな作品である。

日本向けに中国で生産された古染付と呼ば

れるやきもの。器の内側にも葡萄文が描か

れた愉しさ溢れる水指である。

胴の中程がややくびれた筒形は、唐物に

ない瀬戸独自の形である。秋の俄か雨を

意味する銘も和歌に由来し、和物の風情

溢れる茶入と言える。

実業家・福島静子氏（1900－1996）

による女性コレクターらしい、日々の

くらしを彩った優美な調度の数 を々

ご覧ください。

空が清らかに澄みわたる清秋は、

実りの季節で、秋雨もまた風物詩の

ひとつです。この時期にふさわしい

茶道具約20件を取合せます。

扇面蒔絵手箱　　
１合　日本・江戸時代　18世紀　
根津美術館蔵

雪月花蒔絵硯箱　植松包美作　
１合　日本・大正時代　20世紀　
根津美術館蔵

染付葡萄絵水指

１口　景徳鎮窯　中国・明時代　17世紀　

根津美術館蔵

玉柏手茶入　銘 村雨　

１口　瀬戸　日本・桃山～江戸時代　16～17世紀

根津美術館蔵

「清秋を楽しむ茶」

同時開催展　
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開催概要

【 展 覧 会 名 】

【 主   催 】

【 開 催 期 間 】

【 開 館 時 間 】

【休 館 日】

【 】

                            

【 】

【 ア ク セ ス 】                 

【住  所】

【お問合わせ】

【ホームページ】

【携帯サイト】

　 　             

【専用アプリ】

コレクション展 「絵の音を聴く －雨と風、鳥のさえずり、人の声－」

根津美術館

2015年7月30日(木)～9月6日(日)

午前10時〜午後5時 ［入館は午後4時30分まで］

毎週月曜日

一般1000円（800円） 学生800円（600円） 

＊(  )内は20名以上の団体料金、中学生以下無料

一般900円  学生700円

2015年5月30日(土)～7月20日(月・祝)「江戸のダンディズム」展開催期間中、根津美術館ミュージアムショ

ップにて販売

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車　A5出口（階段）より徒歩8分、B4出口（階段とエス

カレーター）より徒歩10分、B3出口（エレベーターまたはエスカレーター）より徒歩10分

〒107-0062 東京都港区南青山 6-5-1

TEL 03-3400-2536 (代表)

http://www.nezu-muse.or.jp (日本語・English)

http://www.nezu-muse-app.jp (日本語・English)

＊携帯サイトは機種により閲覧できない画面があります。

「App Store」・「Google play」から根津美術館を検索してダウンロード

次回展

2015年　9月19日（土）～11月3日（火・祝）

入 館 料

コレクションの基礎を築いた初代根津嘉一郎が、その生涯をかけて収集した書画と茶道具

の名品で創立記念を祝います。

青山の至宝 ― 根津嘉一郎と茶 ―　　（仮）

「絵の音を聴く」 
日時 　　　 8月22日（土）　   午後2時～3時30分
講師 　　　松原　茂 （根津美術館　学芸部長）
会場 　　　根津美術館講堂 （定員 130名）

往復葉書の往信裏に、展覧会名・住所・氏名（返信面にも・裏は白紙のまま）・電話番号をご記入うえ、
〒107-0062 東京都港区南青山6-5-1 根津美術館 講演会係宛にお申込みください。
＊8月8日（土）締切（当日消印有効）。   
＊参加希望者1名1講演会につき、1枚の往復はがきでお申込みください。

日時 　　　 7月31日（金）、8月14日（金） 「絵の音を聴く」　松原　茂 （根津美術館　学芸部長）
　　　 　　　 8月28日（金） 「しつらえを楽しむ」　多比羅 菜美子 （根津美術館　学芸員）　　
　　　　　　 いずれも午後1時30分から約45分
場所 　　　根津美術館 講堂 （先着130名）

関連プログラム

講演会

　　〈申し込み方法〉

　

スライドレクチャー

※いずれも聴講は無料ですが入館料をお支払いください。

特別催事

「茶杓をけずってみよう」
日時 　　　 8月1日（土）　第1回：午前10時30分～12時30分　 第2回：午後1時30分～3時30分
講師 　　　池田　泰輔氏 （竹楽会講師・竹芸家）　　　　

催  事

※料金・申込方法などの詳細はＨＰまたは電話にてお問い合わせください。

‹ リリース・広報のお問合わせ › 担当：所、村岡、羽田　TEL:03-3400-2538(直)　FAX:03-3400-2436  MAIL:press@nezu-muse.or.jp

創立75周年記念特別展

前 売 券


